ナガサキ　ケイビ　ニ　オケル　ゴバン　ウケトリ　ノ　シクミ by 鍋島, 茂清 et al.
資
料
紹
介
長
崎
警
備
に
お
け
る
﹁
御
番
請
取
﹂
の
仕
組
鍋
島
茂
清
鍋
島
主
水
家
は
藩
祖
鍋
島
加
賀
守
直
茂
の
養
子
と
な
っ
た
︑
石
井
安
芸
守
信
忠
の
長
子
・
鍋
島
主
水
佑
茂
里
を
始
祖
と
し
た
家
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
代
々
家
老
家
筆
頭
の
家
格
を
維
持
し
︑
幕
末
に
ま
で
い
た
っ
た
︒
一
︑
は
じ
め
に
鍋
島
主
水
家
に
残
さ
れ
た
近
世
の
史
料
が
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
文
書
数
は
一
六
九
五
点
に
お
よ
び
︑
史
料
は
﹁
Ａ
領
地
﹂
か
ら
﹁
Ｕ
追
補
﹂
ま
で
二
一
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
文
書
目
録
第
一
集
﹁
鍋
嶋
主
水
家
文
書
目
録
﹂︵
請
求
番
号
・
文
書
九
︶︶︒
﹁
鍋
嶋
主
水
家
文
書
目
録
﹂
の
う
ち
﹁
Ｇ
長
崎
御
番
﹂
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
一
五
件
の
文
書
と
一
件
の
絵
図
が
あ
る
︒
そ
の
な
か
の
﹁
正
徳
三
年
長
崎
御
番
所
記
録
之
内
﹂
の
七
件
の
う
ち
︑﹁
殿
様
御
越
之
節
仕
組
﹂
と
﹁
御
奉
行
衆
御
見
廻
之
刻
仕
組
﹂
の
検
討
は
︑
本
誌
﹁
研
究
紀
要
八
(１
)
号
﹂
で
お
こ
な
っ
た
︒
そ
れ
に
つ
づ
き
︑﹁
御
番
請
取
一
通
﹂︵
請
求
番
号
・
文
書
九
︲
Ｇ
七
︶
の
一
点
を
翻
刻
し
て
内
容
を
検
討
し
た
︒
二
︑
内
容
の
解
説
福
岡
藩
に
交
代
し
て
︑
佐
賀
藩
が
長
崎
警
備
に
あ
た
る
こ
と
を
︑﹁
御
番
請
取
﹂
と
い
っ
た
︒﹁
長
崎
御
番
﹂
の
大
番
で
あ
る
夏
番
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
︑
四
月
の
こ
と
で
あ
る
︒御
番
請
取
の
と
き
の
人
数
は
︑
西
泊
・
戸
町
の
両
御
番
所
で
番
頭
二
名
︑
石
火
矢
役
頭
人
二
名
︑
目
付
二
名
︑
物
頭
六
名
︑
石
火
矢
役
付
役
一
四
名
︑
足
軽
一
一
〇
名
で
あ
り
︑
そ
の
足
軽
た
ち
の
役
割
も
定
め
ら
れ
て
い
る
︵
表
１
︶︒
御
番
請
取
の
当
初
か
ら
︑
鍋
島
志
(２
)
摩
は
オ
ラ
ン
ダ
船
帰
帆
ま
で
の
間
︑
自
領
の
深
堀
邑
に
在
勤
す
る
︒
こ
れ
は
深
堀
鍋
島
家
初
代
で
あ
る
鍋
島
安
芸
守
茂
(３
)
賢
が
︑
寛
永
十
九
年
︵
一
六
四
二
︶
に
佐
賀
藩
初
代
藩
主
・
鍋
島
信
濃
守
勝
茂
か
ら
﹁
永
代
御
番
方
﹂
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
︒
家
老
手
頭
は
番
頭
・
目
付
が
佐
賀
の
請
役
所
で
受
取
り
︑
御
番
渡
わ
た
し
︵
長
崎
警
備
を
福
岡
藩
に
交
代
す
る
こ
と
︶
の
後
︑
請
役
所
へ
返
納
す
る
︒
石
火
矢
等
の
請
取
証
文
三
通
は
︑
請
役
所
で
確
認
す
る
︒
公
儀
の
道
具
類
の
二
通
は
福
岡
藩
番
頭
三
名
に
︑
福
岡
藩
の
道
具
類
一
通
は
福
岡
藩
石
火
矢
役
へ
提
出
す
る
︒
福
岡
藩
番
頭
三
名
と
あ
る
が
︑
佐
賀
藩
で
は
西
泊
・
戸
町
御
番
所
の
二
名
の
番
頭
で
あ
る
︒
な
お
︑
天
和
元
年
の
﹁
長
崎
警
備
の
人
数
割
﹂
に
は
︑
大
物
頭
三
(４
)
名
と
の
記
載
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が
あ
る
︵
表
２
︶︒
両
御
番
所
・
島
々
番
所
・
深
堀
蔵
床
お
よ
び
長
崎
在
勤
の
足
軽
名
簿
は
︑
長
崎
会
所
か
ら
受
け
取
る
︒
ち
な
み
に
︑
長
崎
会
所
は
幕
府
の
機
関
で
あ
る
︒
御
番
請
取
の
当
日
に
︑
両
御
番
所
・
道ど
生
し
ょ
う
田だ
で
使
用
す
る
武
具
に
不
備
が
な
い
よ
う
︑
深
堀
武
具
役
に
指
示
す
る
︒
番
小
屋
で
使
用
す
る
世
帯
道
具
は
︑
御
番
請
取
の
後
に
搬
入
す
る
︒
こ
れ
ら
は
両
番
頭
が
深
堀
詰
着
座
に
文
書
で
依
頼
す
る
︒
佐
賀
か
ら
の
交
代
の
船
が
︑
諫
早
に
着
い
た
と
の
報
告
を
受
け
取
っ
て
か
ら
︑
福
岡
藩
聞
番
に
御
番
請
取
の
申
請
を
し
た
こ
と
を
︑
鍋
島
志
摩
は
長
崎
屋
敷
に
報
告
す
る
︒
そ
れ
を
も
っ
て
︑
福
岡
藩
が
長
崎
奉
行
所
に
連
絡
し
︑
奉
行
所
か
ら
交
代
が
何
日
に
あ
る
と
の
指
示
が
あ
る
と
︑
長
崎
屋
敷
か
ら
矢や
上がみ
御
番
所
に
報
告
が
あ
る
︒
御
番
請
取
の
人
員
は
諫
早
か
ら
出
発
し
︑
矢
上
で
点
検
し
︑
不
備
が
な
い
こ
と
を
両
番
頭
が
鍋
島
志
摩
お
よ
び
聞
番
に
報
告
す
る
︒
当
日
未
明
八
ツ
︵
午
前
二
時
︶
ま
で
に
矢
上
を
出
立
し
︑
夜
明
け
ご
ろ
長
崎
屋
敷
に
到
着
す
る
︒
到
着
し
た
ら
︑
奉
行
所
に
報
告
し
て
︑
す
ぐ
に
御
番
所
に
出
発
す
る
︒
御
番
の
人
数
が
長
崎
に
到
着
し
た
ら
︑
鍋
島
志
摩
・
両
番
頭
・
聞
番
は
奉
行
所
に
出
頭
し
て
︑
御
番
の
交
代
の
指
示
を
得
て
︑
す
ぐ
に
使
者
を
も
っ
て
︑
御
番
所
の
請
取
を
福
岡
藩
番
頭
に
連
絡
す
る
︒
当
日
朝
︑
両
御
番
所
な
ら
び
に
諸
番
所
に
足
軽
三
五
名
が
配
属
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
当
日
朝
︑
鍋
島
志
摩
乗
船
以
下
深
堀
か
ら
来
る
船
は
一
〇
艘
で
あ
る
︒
両
御
番
所
へ
の
船
の
配
置
は
︑
四
六
挺
立
・
四
二
挺
立
・
二
〇
挺
立
・
一
二
挺
立
・
六
丁
立
・
四
丁
立
お
よ
び
平
太
船
で
︑
西
泊
に
は
一
三
艘
︑
戸
町
に
は
一
二
艘
と
し
て
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
︒
福
岡
藩
か
ら
の
交
代
は
西
泊
御
番
所
か
ら
行
わ
れ
︑
西
泊
御
番
所
の
請
取
の
立
会
人
は
︑
鍋
島
志
摩
以
下
一
五
名
で
あ
る
︵
表
１
︶︒
西
泊
御
番
所
大
城
戸
の
内
で
︑
福
岡
藩
か
ら
御
番
を
請
取
る
︒
つ
づ
け
て
︑
石
火
矢
蔵
お
よ
び
玉
薬
蔵
の
請
取
も
終
わ
る
︒
そ
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表１ 御番請取の人員・船の配備
2目付
御番請取の両御番所人数 人数
2石火矢方頭人
6物頭
2番頭
14石火矢方付役
110足軽
136計
4御蔵番
請取当日諸番所足軽配置 人数
8遠見番
4道生田番
16表裏城戸番
1小屋帳箱持
2石火矢方帳・錫箱持
35計
計
4道生田番
4戸町遠見番
2
8
下目付
戸町表裏城戸番
両御番所足軽の役割 人数
4西泊遠見番
4西泊表裏城戸番
44
2深堀使前・差次
2仮目付
2長崎使前・差次
2調役
2修理方掃除奉行
8組代
計
620挺立
両御番所詰の船 艘
24
442挺立
412挺立
246挺立
2６挺立
2４挺立
4平太船
計
1白川丸
深堀からの渡海船 艘
10
3柳丸付船
1鍋島志摩供船
1柳丸
1白川丸供船
1注進船
24挺立
計
2西泊・戸町石火矢方頭人
西泊御番所 人数
御番請取の立会人
15
2西泊・戸町番頭
2西泊・戸町目付
1鍋島志摩
6西泊・戸町物頭
2西泊・戸町石火矢方付役
計
1武具・番人乗船 ６丁立
1足軽乗船 平太船
2
1
２人乗船 20挺立
物頭３人召使 42挺立
両御番所の船割 西泊 艘
1召使 42挺立
石火矢方頭人召使及目付
12
1
1
1
1
1
2
1
1
1
戸町 艘
13
武具・番人乗船 ４丁立
11世具乗組 平太船
石火矢方頭人２人及付役
石火矢方頭人 20挺立
1番頭船 20挺立
11
1物頭３人 20挺立
2石火矢方付役３人 12挺立
1番頭供船 46挺立
計
3戸町物頭
戸町御番所 人数
8
1戸町目付
1西泊石火矢方付役
2西泊・戸町石火矢方頭人
1戸町石火矢方付役
計
2西泊・戸町石火矢方頭人
道生田御蔵 人数
8
2西泊・戸町番頭
1西泊目付
1鍋島志摩
1西泊石火矢方付役
1戸町石火矢方付役
の
後
︑
鍋
島
志
摩
・
両
番
頭
・
戸
町
目
付
・
両
物
頭
は
本
陣
に
は
い
る
︒
そ
の
後
に
︑
佐
賀
藩
の
番
人
・
足
軽
は
す
ぐ
に
御
番
所
に
配
置
す
る
︒
つ
づ
い
て
戸
町
御
番
所
の
交
代
と
な
る
︒
請
取
の
立
会
人
は
両
石
火
矢
役
頭
人
・
戸
町
目
付
・
戸
町
物
頭
・
石
火
矢
役
付
役
が
お
こ
な
う
︵
表
１
︶︒
戸
町
御
番
所
お
よ
び
御
蔵
の
請
取
が
終
わ
る
と
︑
西
泊
石
火
矢
役
頭
人
・
付
役
と
戸
町
石
火
矢
役
頭
人
は
道
生
田
に
行
く
︒
戸
町
目
付
・
物
頭
は
道
生
田
へ
は
行
か
ず
︑
戸
町
御
番
所
の
勤
務
に
あ
た
る
︒鍋
島
志
摩
・
両
番
頭
・
西
泊
目
付
は
戸
町
御
番
所
へ
は
行
か
ず
︑
西
泊
御
番
所
か
ら
道
生
田
に
行
っ
た
︒
道
生
田
御
蔵
請
取
立
合
い
に
は
︑
鍋
島
志
摩
・
両
番
頭
も
立
ち
会
い
︵
表
１
︶︑
交
代
の
す
べ
て
が
終
了
す
る
︒
道
生
田
御
蔵
の
請
取
が
終
了
し
た
ら
︑
鍋
島
志
摩
と
両
番
頭
は
長
崎
に
も
ど
り
︑
聞
番
を
同
道
し
て
長
崎
両
奉
行
所
に
出
頭
し
︑
例
年
の
と
お
り
相
違
な
く
請
取
が
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
︒
そ
の
後
︑
佐
賀
へ
の
注
進
状
を
聞
番
に
わ
た
し
︑
陸
路
は
宿
継
で
︑
海
路
は
飛
船
で
佐
賀
へ
報
告
す
る
︒
︻
注
︼
︵
１
︶
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
八
号
六
七
頁
︵
２
︶
鍋
島
志
摩
：
深
堀
鍋
島
家
五
代
邑
主
・
鍋
島
茂
久
︵
３
︶
永
代
御
番
方
：﹁
佐
賀
藩
近
世
史
料
﹂
第
一
編
第
二
巻
﹃
勝
茂
公
譜
考
補
﹄
六
九
一
頁
佐
賀
県
立
図
書
館
発
行
︵
４
︶
天
和
元
年
御
番
人
数
・
船
割
：
藤
野
保
﹁
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹂
九
八
二
頁
吉
川
弘
文
館
長崎警備における「御番請取」の仕組
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表２ 天和元年 御番人数・船数
1
西泊・戸町・深堀
目付
46
大番
関舩大小
775計
3大物頭
11鉄砲物頭
人・船数
西泊・戸町・高島
伊王島・沖島
西泊・戸町14石火矢役士
西泊・戸町・深堀
1300人余
戸町
深堀・香焼島・脇津6石火矢役士
150足軽
西泊・戸町・深堀590船頭・舸子
（「佐賀藩の総合研究」より）
31関船大小
1目付
445
オランダ船帰帆の以後
計
深堀家家来
2番頭
3鉄砲物頭
人・船数
西泊・戸町
西泊・戸町4石火矢役侍
西泊・戸町
800人余
戸町
9深堀・島々詰士
100足軽
326船頭・舸子
9深堀領島々詰侍
非番
1番頭
14足軽
人・船数
170船頭・舸子
深堀在番
530人余 深堀詰
深堀家家来
194計
24関舩大小
凡例
一
漢
字
は
お
お
む
ね
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
が
︑
炮
・
抔
・
嘉
・
惣
・
舩
な
ど
は
︑
原
本
の
と
お
り
と
し
た
︒
変
体
仮
名
は
平
仮
名
で
表
記
し
た
︒
一
助
詞
の
江
・
之
・
而
お
よ
び
ゟ
・
〆
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
︒
一
繰
り
返
し
記
号
は
︑
片
仮
名
は
﹁
ヽ
﹂・
平
仮
名
は
﹁
ゝ
﹂・
漢
字
は
﹁
々
﹂
と
し
︑
﹁
〳
〵
﹂
も
原
本
の
と
お
り
と
し
た
︒
一
文
字
の
虫
食
・
摩
滅
は
□
で
あ
ら
わ
し
た
︒
一
原
文
中
の
船
行
列
は
右
を
先
頭
に
し
て
︑
横
書
で
あ
る
が
︑
紙
面
節
約
の
た
め
︑
縦
書
と
し
た
︒
こ
の
際
︑
順
列
の
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
︑
算
用
数
字
を
船
首
部
分
に
つ
か
っ
た
︒
[表
題
]正徳
三
年
長
崎
御
番
所
記
録
之
内
御
番
請
取
一
通
一
西
泊
・
戸
町
御
番
人
数
覚
番
頭
壱
人
充
御
石
火
矢
方
頭
人
壱
人
充
御
目
付
壱
人
充
物
頭
三
人
充
御
石
火
矢
方
付
役
七
人
充
足
軽
五
十
五
人
充
一
双
方
足
軽
内
分
并
役
割
一
長
崎
使
前
・
差
次
壱
人
充
一
深
堀
使
前
・
差
次
壱
人
充
但
深
堀
之
儀
︑
大
番
中
計
右
之
通
ニ
而
小
番
中
は
︑
定
差
次
ニ
不
及
一
下
目
付
壱
人
充
一
仮
目
付
壱
人
充
一
調
役
壱
人
充
一
修
理
方
掃
除
小
奉
行
壱
人
充
一
組
代
四
人
充
一
但
不
寝
番
有
明
西
泊
表
城
戸
番
四
人
一
有
明
同
裏
城
戸
番
弐
人
一
但
不
寝
番
有
明
同
遠
見
番
四
人
一
有
明
戸
町
表
城
戸
番
四
人
一
但
不
寝
番
有
明
同
裏
城
戸
番
四
人
一
右
同
断
同
遠
見
番
四
人
一
右
同
断
道
生
田
番
四
人
但
西
泊
江
戸
町
詰
足
軽
三
人
相
加
リ
︑
西
泊
詰
五
人
合
八
人
ニ
而
西
泊
ゟ
定
番
相
勤
候
也
一
西
泊
・
戸
町
詰
舩
覚四
拾
六
挺
立
一
艘
充
四
拾
弐
挺
立
弐
艘
充
廿
挺
立
三
艘
充
十
二
挺
立
弐
艘
充
六
挺
立
壱
艘
充
四
挺
立
壱
艘
充
平
太
舩
弐
艘
充
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〆
弐
拾
四
艘
一
両
御
番
所
詰
主
従
并
舩
ニ
乗
リ
組
之
儀
︑
人
数
帳
ニ
有
リ
一
鍋
嶋
志
摩
儀
︑
御
番
請
取
之
前
簾
よ
り
深
堀
被
差
越
︑
阿
蘭
陀
舩
帰
帆
迄
之
間
深
堀
在
勤
之
事
一
御
石
火
矢
方
付
役
六
人
︑
御
番
所
詰
之
外
︑
御
自
分
ニ
深
堀
被
差
越
置
候
︑
尤
御
番
人
数
同
前
ニ
佐
嘉
打
立
︑
直
ニ
深
堀
罷
通
︑
御
減
番
之
節
迄
致
在
勤
候
事
一
両
番
頭
・
鉄
炮
持
・
槍
持
之
用
ニ
手
男
廿
人
充
︑
往
来
計
相
渡
リ
候
事
一
御
番
人
数
被
仰
渡
候
上
︑
何
も
参
会
申
談
之
一
通
リ
︑
扨
又
出
足
前
相
調
候
儀
共
左
ニ
記
之
一
御
手
頭
之
事
︑
但
御
着
国
已
前
︑
御
番
人
被
差
立
付
而
御
着
城
之
上
︑
追
而
被
差
越
候
︑
尤
御
本
書
は
志
摩
江
被
相
渡
︑
御
番
所
江
は
写
を
双
方
被
渡
置
候
也
一
従
御
家
老
中
︑
番
頭
并
御
目
付
江
相
渡
手
頭
︑
請
役
所
ゟ
銘
々
請
取
候
事
︑
附
於
御
番
所
第
々
引
渡
御
番
渡
之
上
持
帰
リ
請
役
所
相
納
候
事
一
御
石
火
矢
其
外
請
取
証
文
三
通
︑
於
請
役
所
相
認
候
様
ニ
い
た
し
持
越
候
︑
右
証
文
之
内
︑
公
儀
御
道
具
預
二
通
之
儀
は
︑
筑
前
番
頭
三
人
江
宛
︑
両
番
頭
・
西
泊
御
目
付
連
判
︑
筑
前
之
御
自
分
道
具
預
一
通
之
儀
は
︑
御
石
火
矢
方
両
頭
人
判
形
ニ
而
筑
前
御
石
火
矢
役
江
宛
差
出
事
︑
尤
此
儀
御
石
火
矢
方
頭
人
存
一
自
然
長
崎
火
事
之
節
︑
両
御
奉
行
所
江
為
御
見
廻
︑
従
御
番
所
物
頭
壱
人
差
越
候
︑
右
番
繰
御
番
請
取
即
日
西
泊
物
頭
勤
之
︑
其
以
後
戸
町
物
頭
相
勤
候
日
割
︑
前
を
以
相
極
置
候
事
一
於
御
番
所
︑
物
頭
之
人
役
割
之
儀
一
方
ニ
舩
手
存
弐
人
充
︑
修
理
方
存
壱
人
充
︑
此
人
柄
相
極
候
事
一
御
石
火
矢
一
通
リ
并
御
自
分
御
武
具
之
儀
︑
御
石
火
矢
方
頭
人
心
遣
之
事
一
於
御
番
所
︑
物
頭
六
人
小
屋
割
相
極
候
事
︑
但
御
石
火
矢
方
頭
人
・
御
目
付
迄
は
兼
而
小
屋
相
定
リ
居
候
事
一
両
御
番
所
・
嶋
々
・
深
堀
御
蔵
床
長
崎
相
詰
候
︑
惣
足
軽
名
書
御
目
付
ゟ
会
所
江
下
目
付
差
遣
︑
請
取
候
事
一
右
之
内
︑
両
御
番
所
詰
足
軽
之
儀
︑
於
御
番
所
為
支
配
︑
物
頭
中
江
銘
々
致
組
割
候
事
︑
但
其
内
御
石
火
矢
方
足
軽
十
四
人
之
儀
︑
素
リ
御
石
火
矢
役
・
両
頭
人
組
之
儀
候
故
︑
残
リ
足
軽
迄
物
頭
六
人
江
割
付
候
事
一
路
銀
・
飯
米
等
之
点
合
︑
従
請
役
所
出
候
を
御
目
付
請
取
︑
会
所
差
遣
筋
々
点
合
相
澄
候
︑
尤
御
番
所
参
着
之
上
︑
右
点
合
下
目
付
を
以
深
堀
差
遣
︑
御
蔵
役
ゟ
銘
々
請
取
候
事
︑
附
番
頭
ハ
物
成
弐
百
石
内
之
人
︑
其
外
侍
中
江
は
駕
籠
舁
人
足
四
人
︑
従
諫
早
長
崎
迄
往
来
之
切
符
︑
会
所
ゟ
差
出
候
を
御
目
付
請
取
︑
於
佐
賀
銘
々
相
渡
候
事
一
御
番
人
数
︑
従
諫
早
長
崎
迄
入
用
之
人
馬
数
︑
銘
々
ゟ
書
付
御
目
付
江
差
出
候
を
一
紙
ニ
認
︑
諫
早
郡
代
江
従
御
目
付
申
越
候
︑
尤
出
舩
日
限
相
〆
次
第
︑
其
段
重
而
申
遣
候
事
︑
但
足
軽
中
用
事
之
人
馬
之
儀
︑
従
下
目
付
︑
書
付
御
目
付
江
差
出
候
事
一
諫
早
渡
海
舩
一
通
之
点
合
︑
是
又
請
役
所
ゟ
御
目
付
請
取
筋
々
相
達
候
事
︑
附
従
者
之
内
立
帰
リ
︑
召
連
候
者
長
崎
ゟ
差
帰
候
節
之
用
ニ
︑
右
渡
海
舩
之
内
ゟ
諫
早
残
置
候
儀
︑
会
所
江
申
談
置
候
事
一
深
堀
詰
着
座
江
︑
従
両
番
頭
書
を
以
︑
申
越
置
候
大
意
一
御
番
請
取
之
節
︑
舩
割
并
舩
行
列
等
之
儀
︑
得
と
服
シ
罷
在
候
様
︑
前
を
以
深
堀
詰
舩
頭
共
江
被
申
含
候
儀
は
勿
論
︑
従
是
被
差
廻
御
番
舩
之
舩
頭
共
参
着
次
第
早
速
相
含
︑
能
得
其
意
候
様
可
被
仕
旨
︑
但
舩
割
并
舩
行
列
之
儀
︑
深
堀
記
録
ニ
も
有
之
候
条
︑
此
節
書
付
不
及
差
越
也
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一
当
日
早
速
ゟ
︑
両
御
番
所
并
道
生
田
入
用
之
御
武
具
等
其
節
無
迦
差
越
候
様
︑
深
堀
御
武
具
役
江
可
被
申
付
置
旨
︑
但
御
武
具
品
数
等
之
儀
右
同
断
一
両
御
番
所
小
屋
〳
〵
貰
之
儀
︑
当
日
速
ク
参
候
而
は
差
支
儀
候
︑
右
世
具
一
通
双
方
平
太
舩
壱
艘
充
ニ
乗
せ
︑
但
為
宰
領
御
蔵
床
使
番
壱
人
充
上
乗
リ
申
付
︑
御
番
請
取
当
日
成
程
早
ク
深
堀
出
舩
︑
白
崎
辺
目
ニ
不
立
所
見
合
︑
相
踉
(マ
マ
)居
御
番
請
取
相
済
次
第
︑
早
速
双
方
着
舩
前
御
番
所
修
理
方
小
奉
行
江
引
渡
候
様
︑
御
蔵
役
江
可
被
相
達
置
旨
一
当
日
於
長
崎
︑
御
番
人
中
乗
組
候
節
之
用
ニ
︑
舩
々
之
舮
ニ
何
某
乗
舩
と
紙
札
ニ
書
付
︑
銘
々
押
付
置
候
様
可
被
申
付
旨
︑
但
惣
躰
之
舩
割
は
此
奥
ニ
書
載
之
通
︑
相
極
有
之
儀
候
得
共
︑
何
之
舩
ニ
何
某
乗
候
と
有
儀
︑
不
相
知
候
得
は
行
懸
リ
及
混
雑
候
付
而
也
︑
尤
右
書
付
為
相
認
候
御
番
人
名
書
︑
此
節
可
差
遣
事
一
御
番
人
被
差
立
時
節
之
儀
︑
大
抵
相
知
次
第
其
段
︑
為
心
得
深
堀
詰
着
座
扨
又
長
崎
聞
番
江
も
申
遣
候
事
一
殿
様
大
黒
御
着
之
段
佐
嘉
申
来
候
上
︑
則
晩
・
翌
朝
間
御
番
人
数
被
差
立
候
事
︑
附
志
摩
儀
先
達
而
相
越
︑
深
堀
罷
通
居
候
事
一
本
庄
津
出
舩
之
節
︑
御
番
人
数
乗
後
無
之
様
下
目
付
致
心
遣
候
様
︑
御
目
付
ゟ
申
付
候
事
一
従
両
御
番
所
︑
佐
嘉
罷
越
候
者
之
儀
︑
双
方
共
番
頭
印
形
を
以
差
越
候
︑
依
之
今
津
・
諫
早
・
矢
上
・
御
番
所
江
此
節
両
番
頭
合
印
渡
置
候
事
一
諫
早
着
舩
之
上
︑
両
番
頭
ゟ
志
摩
并
聞
番
江
以
書
状
︑
何
時
諫
早
江
致
着
舩
候
︑
追
付
矢
上
罷
越
︑
御
番
人
数
参
揃
次
第
︑
其
旨
彼
地
ゟ
重
而
可
申
越
通
申
遣
候
事
︑
附
於
諫
早
︑
御
番
人
数
不
残
参
揃
候
哉
︑
以
下
目
付
相
改
︑
尤
諫
早
罷
立
候
刻
限
︑
足
軽
共
江
は
下
目
付
ゟ
申
聞
候
様
申
付
候
事
一
右
之
節
︑
筑
前
番
頭
并
御
石
火
矢
役
之
名
承
合
置
候
様
︑
聞
番
江
申
遣
候
︑
右
は
御
石
火
矢
其
外
請
取
目
録
充
所
書
載
之
た
め
ニ
候
事
一
深
堀
詰
御
石
火
矢
役
之
儀
︑
早
速
諫
早
差
立
直
ニ
彼
地
差
越
候
︑
此
節
前
ニ
有
之
深
堀
詰
着
座
江
申
遣
候
条
々
︑
弥
以
無
迦
相
調
置
候
様
ニ
彼
地
参
着
之
上
︑
申
達
右
御
石
火
矢
役
共
儀
も
得
致
差
図
︑
其
心
遣
可
仕
旨
相
含
候
︑
此
節
長
崎
ゟ
深
堀
迄
御
石
火
矢
役
渡
海
舩
之
儀
︑
従
御
目
付
聞
番
ニ
申
遣
候
︑
尤
会
所
ゟ
之
点
合
ニ
右
乗
舩
之
儀
も
其
書
載
有
之
候
様
可
仕
旨
︑
猶
佐
嘉
御
石
火
矢
役
江
従
御
目
付
申
談
候
事
︑
附
当
日
入
用
之
武
具
︑
於
深
堀
請
取
之
舩
中
宰
領
迄
之
用
ニ
︑
両
御
番
所
詰
足
軽
之
内
従
双
方
壱
人
充
︑
右
御
石
火
矢
方
付
役
江
相
付
深
堀
差
越
候
︑
且
又
深
堀
嶋
々
︑
長
崎
詰
足
軽
も
一
同
ニ
差
立
候
御
番
所
詰
足
軽
と
不
相
紛
様
ニ
御
目
付
ゟ
心
遣
之
事
一
於
諫
早
何
も
申
談
︑
無
遅
滞
打
立
︑
於
矢
上
人
数
相
改
︑
御
番
請
取
之
節
不
差
支
分
ニ
参
揃
次
第
︑
其
段
早
速
従
両
番
頭
︑
志
摩
并
聞
番
江
以
書
状
︑
御
番
請
取
之
儀
支
所
無
之
通
申
遣
候
事
一
於
矢
上
申
談
候
覚
一
従
長
崎
御
番
所
渡
海
舩
乗
組
之
儀
︑
下
々
迄
︑
得
其
意
候
様
申
聞
候
事
︑
附
西
泊
詰
は
御
屋
敷
表
波
止
ゟ
︑
戸
町
詰
は
裏
波
止
ゟ
乗
舩
之
事
一
最
前
物
頭
中
︑
当
分
之
組
割
い
た
し
置
候
︑
足
軽
一
組
〳
〵
之
与
代
申
付
候
事
︑
附
双
方
修
理
方
小
奉
行
弐
人
申
付
候
事
一
御
番
請
取
之
節
︑
諸
番
所
江
相
部
候
番
人
等
之
足
軽
人
柄
相
定
︑
部
方
申
含
月
額
等
い
た
し
︑
其
覚
悟
仕
罷
在
候
様
申
付
候
事
︑
附
部
方
奥
ニ
記
之
一
右
役
方
・
部
方
申
付
候
足
軽
人
柄
之
儀
︑
下
目
付
立
入
相
撰
︑
両
御
目
付
迄
申
達
候
上
︑
何
も
致
吟
味
申
付
候
事
一
惣
足
軽
不
残
参
揃
候
哉
︑
御
目
付
ゟ
下
目
付
を
以
相
改
候
事
一
御
番
請
取
当
日
︑
舩
行
儀
并
御
武
具
乗
せ
組
に
︑
於
長
崎
為
心
懸
︑
御
石
火
矢
方
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付
役
之
内
双
方
ゟ
弐
人
充
申
付
候
事
︑
附
右
役
者
江
仕
組
書
付
相
渡
候
事
一
諫
早
着
舩
之
到
来
︑
於
深
堀
志
摩
承
之
候
上
︑
筑
前
聞
番
江
御
番
請
取
申
談
之
儀
︑
長
崎
申
越
候
中
︑
矢
上
江
御
番
人
参
着
之
段
も
長
崎
江
到
来
有
之
事
候
間
︑
其
上
ニ
而
聞
番
ゟ
彼
聞
番
江
此
方
番
人
共
諫
早
迄
着
舩
之
段
申
来
候
︑
其
元
様
御
勝
手
次
第
︑
御
奉
行
所
相
伺
︑
明
何
日
御
番
所
請
取
可
申
候
︑
此
段
可
申
談
由
志
摩
申
越
候
通
取
合
︑
左
候
而
あ
い
た
得
其
意
候
︑
明
何
日
御
番
所
可
相
渡
旨
︑
返
答
有
之
候
を
︑
到
矢
上
御
番
人
江
長
崎
ゟ
申
参
候
事
一
右
長
崎
ゟ
之
一
左
右
有
之
候
上
︑
当
日
未
明
八
ツ
迄
矢
上
打
立
︑
一
瀬
ニ
而
惣
人
数
相
揃
︑
夜
明
比
御
屋
敷
罷
着
候
事
︑
附
矢
上
打
立
候
刻
限
︑
足
軽
共
江
は
下
目
付
よ
り
申
聞
延
引
不
仕
様
︑
御
目
付
ゟ
申
付
候
︑
且
又
惣
人
数
不
残
︑
矢
上
打
立
候
哉
御
改
候
上
︑
下
目
付
は
跡
ゟ
早
速
一
瀬
罷
越
候
様
︑
御
目
付
ゟ
申
付
候
事
一
此
節
一
瀬
ゟ
長
崎
入
行
列
左
ニ
記
之
︑
但
御
石
火
矢
方
付
役
十
四
人
之
儀
︑
先
達
而
長
崎
御
屋
敷
罷
越
候
事
①
番
頭
②
同
③
御
石
火
矢
役
頭
人
④
同
⑤
御
目
付
⑥
物
頭
⑦
同
⑧
同
⑨
同
⑩
同
⑪
同
⑫
御
目
付
一
右
之
跡
ゟ
惣
足
軽
︑
偖
又
御
番
人
惣
々
之
駄
荷
参
候
事
︑
附
行
儀
能
参
候
様
︑
下
目
付
共
江
心
懸
申
付
︑
且
又
御
番
人
行
列
と
余
リ
間
近
ク
参
候
得
は
︑
致
混
雑
不
宜
︑
夫
共
ニ
遙
跡
立
候
得
は
︑
御
番
人
長
崎
参
着
之
上
︑
荷
物
に
間
ニ
不
合
差
支
候
条
︑
右
之
心
得
を
以
︑
跡
ゟ
参
候
加
減
得
と
申
含
︑
猥
無
之
様
可
申
付
事
一
従
一
瀬
︑
先
達
而
下
目
付
壱
人
長
崎
差
遣
︑
御
番
人
荷
物
・
従
者
其
外
︑
足
軽
に
御
屋
敷
差
懸
︑
西
泊
・
戸
町
江
之
分
リ
不
致
混
乱
様
心
遣
申
付
候
事
一
御
条
目
之
中
︑
番
代
リ
之
節
︑
両
番
人
数
長
崎
江
小
時
も
滞
間
敷
候
︑
於
矢
上
申
合
長
崎
罷
着
︑
奉
行
所
相
勤
早
速
︑
御
番
所
可
罷
越
候
︑
何
分
之
用
事
其
外
調
物
に
て
候
て
︑
壱
人
も
町
方
江
差
遣
間
敷
候
︑
尤
長
崎
出
入
之
節
︑
不
行
儀
無
之
様
能
々
心
遣
可
仕
事
︑
右
之
通
御
書
載
有
之
候
︑
為
心
得
記
之
候
事
一
御
番
人
数
長
崎
御
屋
敷
参
着
之
上
︑
志
摩
并
両
番
頭
・
聞
番
相
付
︑
先
月
番
之
御
奉
行
所
罷
出
︑
御
番
請
取
之
儀
相
伺
︑
筑
前
番
人
申
談
勝
手
次
第
御
番
所
請
取
候
様
御
差
図
有
之
退
出
之
上
︑
御
非
番
之
御
奉
行
所
江
罷
出
御
届
申
達
︑
右
之
段
志
摩
よ
り
使
を
以
︑
今
日
御
番
所
請
取
可
申
旨
筑
前
番
頭
江
申
遣
也
︑
左
候
而
あ
い
た
ゟ
も
御
奉
行
所
江
伺
有
之
候
上
︑
即
日
御
番
所
可
相
渡
旨
申
来
候
事
︑
附
右
此
方
よ
り
︑
御
奉
行
所
江
伺
等
有
之
中
ニ
︑
御
石
火
矢
其
外
請
取
証
文
之
充
所
相
認
置
候
事
一
当
日
西
泊
・
戸
町
・
諸
番
所
其
外
足
軽
割
一
表
城
戸
番
四
人
充
一
但
西
泊
は
当
日
計
四
人
︑
常
住
は
弐
人
裏
城
戸
番
四
人
充
一
遠
見
番
四
人
充
一
但
当
日
計
御
蔵
番
弐
人
充
一
道
生
田
番
四
人
右
何
も
行
儀
羽
織
着
一
但
修
理
方
役
足
軽
小
屋
帳
箱
持
壱
人
︑
附
此
足
軽
西
泊
江
渡
海
之
儀
︑
修
理
方
存
︑
物
頭
之
舩
ニ
乗
ル
一
但
御
石
火
矢
方
足
軽
之
内
ゟ
御
石
火
矢
方
帳
箱
其
外
錫
箱
持
弐
人
︑
附
此
足
軽
長
崎
ゟ
西
泊
︑
夫
ゟ
戸
町
江
之
儀
︑
御
石
火
矢
方
頭
人
舩
ニ
乗
ル
一
当
日
入
用
之
御
武
具
等
深
堀
ゟ
参
候
物
数
西
泊
長崎警備における「御番請取」の仕組
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一
遠
見
番
所
用
鳥
毛
槍
拾
本
一
同
断
幕
壱
張
一
表
城
戸
番
所
用
突
棒
壱
本
一
同
断
指
股
壱
本
一
同
断
棒
弐
本
一
表
城
戸
用
幕
弐
張
一
裏
城
戸
用
幕
弐
張
一
城
戸
・
裏
城
戸
・
遠
見
・
御
蔵
番
人
着
之
用
単
羽
織
弐
十
︑
但
番
人
着
用
之
分
は
十
四
ニ
而
相
澄
候
得
共
︑
自
然
長
崎
表
出
火
之
刻
︑
物
頭
ゟ
足
軽
廿
人
召
連
︑
彼
地
罷
越
候
付
而
︑
此
用
兼
而
右
之
分
取
寄
置
之
着
︑
御
番
請
取
当
日
彼
表
出
火
有
之
候
得
は
︑
先
西
泊
詰
ゟ
出
勤
︑
其
已
後
は
西
泊
・
戸
町
各
番
ニ
相
勤
候
也
一
棒
弐
十
本
一
但
自
然
長
崎
表
火
事
之
節
右
同
断
之
用
表
城
戸
・
裏
城
戸
番
所
之
用
行
燈
弐
ツ
台
共
ニ
一
遠
見
番
所
之
用
︑
但
台
は
置
物
ニ
付
而
︑
深
堀
ゟ
参
候
ニ
不
及
同
壱
ツ
戸
町
一
遠
見
番
所
用
鳥
毛
槍
拾
本
一
同
断
幕
壱
張
一
表
城
戸
番
所
用
突
棒
壱
本
一
同
断
指
股
壱
本
一
同
断
棒
弐
本
一
表
城
戸
用
幕
弐
張
一
裏
城
戸
用
幕
弐
張
一
表
城
戸
・
裏
城
戸
・
遠
見
・
御
蔵
番
人
着
之
用
単
羽
織
十
四
一
表
城
戸
・
裏
城
戸
番
所
用
行
燈
弐
ツ
台
共
ニ
一
遠
見
番
所
之
用
︑
但
台
は
置
物
ニ
付
而
︑
深
堀
ゟ
参
候
ニ
不
及
同
壱
ツ
道
生
田
一
棒
四
本
一
幕
弐
張
一
番
人
着
之
用
単
羽
織
四
ツ
一
但
置
物
付
而
︑
深
堀
ゟ
参
候
ニ
不
及
行
燈
台
共
ニ
一
御
番
所
詰
舩
之
外
︑
当
日
深
堀
ゟ
参
候
舩
数
一
志
摩
乗
舩
柳
丸
あ
か
ね
幕
・
仕
切
幔
幕
合
羽
苫
舸
子
筋
帷
子
着
一
柳
丸
付
舩
三
艘
︑
但
右
柳
丸
并
付
舩
共
ニ
志
摩
手
舩
一
両
番
頭
并
御
目
付
弐
人
乗
舩
白
川
丸
舩
餝
柳
丸
同
前
一
志
摩
供
舩
四
十
六
挺
立
壱
艘
合
羽
苫
舸
子
筋
帷
子
着
一
白
川
丸
附
舩
嶋
子
風
切
間
壱
艘
舸
子
筋
帷
子
着
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一
註
進
舩
壱
艘
右
同
一
四
挺
立
弐
艘
右
同
右
舩
数
︑
長
崎
御
屋
敷
表
波
止
ニ
繋
置
候
事
西
泊
舩
割
一
番
頭
舩
廿
挺
立
壱
艘
舸
子
筋
帷
子
着
一
御
石
火
矢
役
頭
人
弐
人
并
西
泊
戸
町
付
役
弐
人
乗
舩
廿
挺
立
弐
艘
右
同
一
惣
頭
三
人
乗
舩
廿
挺
立
壱
艘
右
同
一
御
石
火
矢
方
付
役
三
人
乗
舩
十
二
挺
立
壱
艘
一
同
三
人
乗
舩
十
二
挺
立
壱
艘
一
番
頭
供
舩
四
十
六
挺
立
一
艘
番
頭
所
持
之
武
具
餝
之
一
御
石
火
矢
役
頭
人
之
召
仕
御
目
付
之
召
仕
乗
組
四
十
二
挺
立
一
艘
一
物
頭
三
人
之
召
仕
乗
舩
四
十
二
挺
立
一
艘
右
五
艘
︑
舸
子
筋
帷
子
不
足
之
時
は
五
艘
共
ニ
不
及
着
用
一
足
軽
乗
舩
平
太
舩
一
艘
舸
子
筋
帷
子
不
及
着
用
一
御
武
具
并
番
人
乗
舩
六
丁
立
壱
艘
四
丁
立
壱
艘
舸
子
筋
帷
子
着
右
舩
数
︑
長
崎
御
屋
敷
表
波
止
ニ
繋
置
候
事
外
ニ
一
世
具
乗
せ
組
之
用
深
堀
御
蔵
役
存
平
太
舩
一
艘
右
舩
︑
長
崎
迄
参
候
ニ
は
不
及
候
︑
西
泊
着
舩
時
分
之
儀
︑
委
細
前
ニ
記
之
戸
町
舩
割
一
番
頭
舩
廿
挺
立
一
艘
舸
子
筋
帷
子
着
一
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
廿
挺
立
一
艘
右
同
一
物
頭
三
人
乗
舩
廿
挺
立
一
艘
右
同
一
御
石
火
矢
方
付
役
三
人
乗
舩
十
二
挺
立
一
艘
一
同
三
人
乗
舩
十
二
挺
立
一
艘
一
番
頭
供
舩
四
十
六
挺
立
一
艘
一
御
石
火
矢
役
頭
人
之
召
仕
・
御
目
付
之
召
仕
乗
舩
四
十
二
挺
立
一
艘
一
物
頭
三
人
之
召
仕
乗
舩
四
十
二
挺
立
一
艘
右
五
艘
︑
舸
子
筋
帷
子
不
足
之
時
は
︑
五
艘
共
ニ
不
及
着
用
一
足
軽
乗
舩
平
太
舩
一
艘
舸
子
筋
帷
子
不
及
着
用
一
御
武
具
并
番
人
乗
舩
六
丁
立
壱
艘
長崎警備における「御番請取」の仕組
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四
丁
立
壱
艘
舸
子
筋
帷
子
着
右
舩
数
︑
長
崎
御
屋
敷
裏
波
止
ニ
繋
置
候
事
外
ニ
一
世
具
乗
せ
組
之
用
︑
深
堀
御
蔵
役
存
平
太
舩
一
艘
右
舩
︑
長
崎
迄
参
候
ニ
は
不
及
候
︑
戸
町
着
舩
時
分
之
儀
委
細
前
ニ
記
之
為
御
番
請
取
︑
従
長
崎
︑
西
泊
罷
越
候
節
之
舩
行
列
志
摩
乗
舩
両
番
頭
御
目
付
東
舩
①
柳
丸
②
小
舩
小
舩
③
白
川
丸
④
附
舩
嶋
子
風
切
間
戸
町
物
頭
三
人
乗
舩
深
堀
舩
西
泊
物
頭
三
人
乗
舩
⑤
廿
挺
立
⑥
付
舩
四
挺
立
⑦
廿
挺
立
深
堀
舩
御
石
火
矢
役
頭
人
両
人
并
付
役
二
人
乗
舩
⑧
付
舩
四
挺
立
⑨
廿
挺
立
注
進
舩
西
泊
御
武
具
并
番
人
乗
舩
志
摩
供
舩
西
泊
番
頭
舩
⑩
六
挺
立
四
挺
立
⑪
四
十
六
挺
立
小
舩
⑫
廿
挺
立
戸
町
番
頭
舩
⑬
廿
挺
立
一
西
泊
江
着
舩
之
儀
︑
一
艘
充
波
止
場
江
着
︑
左
候
而
︑
着
次
第
早
速
〳
〵
繋
リ
場
相
直
リ
其
跡
ニ
次
之
舩
段
々
着
候
様
い
た
し
候
︑
且
又
着
舩
之
次
第
は
左
ニ
有
之
︑
舩
繋
リ
次
第
之
所
ニ
書
副
置
候
︑
尤
御
石
火
矢
方
頭
人
乗
舩
繋
リ
場
江
相
直
リ
候
迄
之
間
︑
柳
丸
・
白
川
丸
之
儀
︑
沖
江
相
踉
(マ
マ
)居
候
事
︑
附
志
摩
供
舩
偖
又
両
番
頭
之
舩
廿
挺
立
両
艘
之
儀
︑
波
止
場
江
着
ケ
候
ニ
不
及
︑
直
ニ
繋
リ
場
江
相
繋
リ
候
︑
是
又
番
人
・
足
軽
共
事
︑
波
止
場
江
着
舩
ニ
は
不
及
︑
目
ニ
不
立
場
所
見
合
其
所
上
リ
御
番
請
取
相
澄
候
を
見
合
罷
在
候
事
西
泊
舩
繋
リ
之
次
第
表
波
止
場
東
脇
ゟ
波
止
場
江
五
番
目
ニ
着
壱
番
志
摩
乗
舩
柳
丸
小
舩
小
舩
同
四
番
目
ニ
着
二
々
番
頭
并
御
目
付
乗
舩
白
川
丸
付
舩
嶋
子
風
切
間
同
三
番
目
ニ
着
三
々
御
石
火
矢
役
頭
人
乗
舩
廿
挺
立
同
二
番
目
ニ
着
四
々
西
泊
物
頭
乗
舩
廿
挺
立
同
一
番
目
ニ
着
五
々
戸
町
物
頭
乗
舩
廿
挺
立
六
々
西
泊
御
武
具
并
番
人
乗
舩
六
挺
立
四
挺
立
七
々
注
進
舩
一
艘
四
挺
立
二
艘
右
繋
リ
場
之
次
第
委
細
絵
図
ニ
有
リ
鍋 島 茂 清
68
壱
番
志
摩
供
舩
四
十
六
挺
立
小
舩
二
々
西
泊
番
頭
舩
廿
挺
立
三
々
戸
町
番
頭
舩
廿
挺
立
右
三
艘
繋
リ
場
絵
図
ニ
有
リ
一
志
摩
其
外
西
泊
罷
越
候
跡
ゟ
長
崎
出
舩
︑
西
泊
・
戸
町
双
方
江
分
リ
相
越
候
舩
数
并
行
列
覚
西
泊
江
之
舩
番
頭
供
舩
御
石
火
矢
役
頭
人
壱
人
之
召
仕
御
目
付
壱
人
之
召
仕
乗
組
①
四
拾
六
挺
立
②
四
拾
二
挺
立
物
頭
三
人
之
召
使
乗
舩
御
石
火
矢
方
付
役
三
人
乗
舩
同
③
四
十
二
挺
立
④
十
二
挺
立
⑤
十
二
挺
立
惣
足
軽
乗
舩
⑥
平
太
舩
右
舩
数
於
西
泊
︑
御
番
請
取
相
澄
候
間
は
踉
(マ
マ
)居
︑
筑
前
御
番
人
不
残
出
舩
以
後
︑
常
之
舩
繋
ク
之
場
江
早
速
押
入
置
候
事
︑
但
踉
(マ
マ
)所
絵
図
ニ
有
リ
戸
町
江
之
舩
番
頭
供
舩
御
石
火
矢
役
頭
人
壱
人
之
召
仕
御
目
付
壱
人
之
召
仕
乗
組
①
四
拾
六
挺
立
②
四
拾
二
挺
立
物
頭
三
人
之
召
使
乗
組
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
③
四
十
二
挺
立
④
廿
挺
立
御
石
火
矢
方
付
役
三
人
乗
舩
同
惣
足
軽
乗
舩
⑤
十
二
挺
立
⑥
十
二
挺
立
⑦
平
太
舩
御
武
具
并
番
人
乗
舩
⑧
六
挺
立
四
挺
立
右
舩
数
︑
筑
前
御
番
人
戸
町
出
舩
迄
は
相
踉
(マ
マ
)居
︑
不
残
出
舩
已
後
︑
常
々
舩
繋
リ
之
場
江
早
速
押
入
置
候
事
︑
踉
(マ
マ
)所
絵
図
ニ
有
リ
︑
但
此
内
︑
御
石
火
矢
方
頭
人
舩
并
六
挺
立
・
四
丁
立
戸
町
江
着
舩
時
分
之
儀
︑
委
細
奥
記
之
一
番
頭
・
御
石
火
矢
役
頭
人
・
御
目
付
・
物
頭
︑
西
泊
着
舩
之
節
ゟ
段
々
陸
ニ
而
召
連
候
従
者
之
覚番
頭
・
御
石
火
矢
役
頭
人
従
者
袴
羽
織
着
若
党
弐
人
草
履
取
壱
人
槍
持
壱
人
挟
箱
持
壱
人
御
目
付
・
物
頭
従
者
羽
織
着
若
党
弐
人
草
履
取
壱
人
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槍
持
壱
人
右
之
分
充
召
連
候
︑
尤
前
方
乗
舩
之
節
︑
其
心
得
を
以
乗
せ
組
︑
残
従
者
ハ
前
ニ
有
之
通
リ
割
付
之
舩
々
ニ
乗
せ
置
候
事
一
於
西
泊
御
番
請
取
候
節
立
会
人
数
鍋
嶋
志
摩
西
泊
・
戸
町
番
頭
弐
人
同
御
石
火
矢
役
頭
人
弐
人
同
御
目
付
弐
人
同
物
頭
六
人
同
御
石
火
矢
方
付
役
弐
人
右
之
人
数
︑
大
城
戸
之
内
ニ
而
︑
筑
前
番
人
江
参
会
︑
御
番
請
取
之
︑
其
場
ニ
而
筑
前
番
頭
江
西
泊
・
戸
町
・
御
石
火
矢
蔵
・
御
玉
蔵
等
之
儀
は
︑
其
元
様
右
御
役
人
衆
江
此
方
役
人
立
会
︑
例
年
之
通
請
取
候
様
可
仕
旨
志
摩
ゟ
会
釈
︑
其
取
合
相
澄
候
上
︑
筑
前
番
頭
罷
立
︑
此
時
志
摩
始
両
番
頭
・
戸
町
御
目
付
・
双
方
物
頭
は
︑
本
陣
江
入
︑
其
跡
ニ
而
筑
前
役
人
と
此
御
方
御
石
火
矢
役
両
頭
人
付
役
共
同
道
ニ
而
︑
御
石
火
矢
蔵
・
御
玉
蔵
参
引
合
請
取
之
︑
尤
其
儀
為
見
届
︑
西
泊
御
目
付
相
付
居
候
︑
右
相
澄
候
上
︑
筑
前
役
人
は
於
戸
町
︑
御
蔵
為
引
渡
彼
地
江
先
達
而
罷
越
候
事
︑
附
筑
前
番
頭
之
儀
︑
西
泊
ゟ
直
ニ
道
生
田
相
越
居
候
事
一
右
於
西
泊
︑
筑
前
番
頭
大
城
戸
之
内
罷
立
候
を
見
合
︑
番
人
・
足
軽
共
儀
銘
々
請
取
之
番
所
江
早
速
相
部
リ
︑
筑
前
足
軽
番
ニ
居
代
リ
候
︑
尤
幕
槍
等
無
遅
之
様
︑
前
廉
致
用
意
置
候
六
挺
立
間
之
舸
子
ニ
可
持
ス
之
則
番
所
江
張
備
之
候
事
一
西
泊
相
仕
廻
候
上
︑
戸
町
御
蔵
為
請
取
御
石
火
矢
役
頭
人
弐
人
戸
町
御
目
附
同
物
頭
三
人
西
泊
・
戸
町
詰
ゟ
壱
人
充
御
石
火
矢
方
付
役
弐
人
右
之
人
数
罷
越
︑
戸
町
大
城
戸
之
内
ニ
而
︑
筑
前
御
石
火
矢
役
其
外
物
頭
江
取
合
之
上
︑
筑
前
物
頭
ハ
其
分
ニ
而
右
之
所
罷
有
︑
出
舩
左
候
而
西
泊
ニ
而
之
通
ニ
︑
彼
御
石
火
矢
役
と
此
御
方
御
石
火
矢
役
頭
人
・
付
役
共
ニ
同
道
ニ
而
︑
御
石
火
矢
蔵
・
御
玉
蔵
参
引
合
請
取
之
︑
尤
其
儀
戸
町
御
目
付
見
届
候
︑
右
畢
而
彼
役
人
道
生
田
罷
越
候
事
︑
附
番
人
・
足
軽
儀
︑
大
城
戸
之
内
ニ
而
取
合
相
澄
候
ハ
ヽ
︑
見
合
銘
々
請
取
之
番
所
江
早
速
相
部
︑
幕
槍
等
張
備
候
儀
共
西
泊
同
断
︑
但
戸
町
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
并
幕
槍
番
人
等
乗
候
舩
之
儀
︑
最
初
長
崎
ゟ
直
ニ
戸
町
江
渡
海
候
惣
舩
数
を
一
列
ニ
罷
越
︑
同
前
ニ
沖
江
踉
(マ
マ
)居
候
中
︑
西
泊
ゟ
御
石
火
矢
役
頭
人
・
戸
町
詰
御
目
付
・
物
頭
︑
戸
町
江
罷
越
候
を
見
合
せ
早
速
︑
其
跡
ニ
着
舩
い
た
し
候
之
︑
且
又
右
御
石
火
矢
役
頭
人
乗
舩
を
初
︑
戸
町
江
渡
海
之
次
第
左
ニ
御
石
火
矢
役
頭
人
西
泊
舟
弐
人
并
付
役
弐
人
乗
舩
①
廿
挺
立
②
附
舩
註
進
舩
御
目
附
壱
人
物
頭
壱
人
乗
舩
物
頭
弐
人
乗
舩
西
泊
舟
深
堀
舟
戸
町
舟
深
堀
舟
③
廿
挺
立
付
舩
四
挺
立
④
廿
挺
立
付
舩
四
挺
立
右
舩
数
︑
戸
町
舩
繋
リ
之
次
第
表
波
止
場
西
脇
ゟ
壱
番
御
石
火
矢
役
両
頭
人
并
付
役
乗
舩
廿
挺
立
付
舩
註
進
舩
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二
々
御
目
付
・
物
頭
乗
舩
廿
挺
立
付
舩
四
丁
立
三
々
物
頭
乗
舩
廿
挺
立
付
舩
四
丁
立
四
々
戸
町
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
廿
挺
立
五
々
御
武
具
并
番
人
乗
舩
六
挺
立
四
挺
立
但
右
戸
町
御
石
火
矢
頭
人
舩
︑
扨
又
御
武
具
并
番
人
乗
舩
之
儀
︑
前
ニ
有
之
通
致
着
舩
︑
此
繋
リ
場
江
直
ル
一
戸
町
御
蔵
請
取
相
澄
候
上
︑
御
石
火
矢
役
頭
人
・
付
役
共
ニ
早
速
出
舩
︑
道
生
田
罷
越
候
︑
御
目
付
・
物
頭
は
道
生
田
罷
越
ニ
不
及
︑
直
ニ
戸
町
ヘ
致
在
勤
候
事
︑
附
戸
町
詰
御
石
火
矢
方
頭
人
舩
も
相
付
参
候
︑
但
最
前
西
泊
ゟ
戸
町
江
ハ
両
頭
人
并
付
役
共
ニ
一
艘
ニ
而
渡
海
︑
道
生
田
ヘ
も
乗
組
は
其
通
ニ
而
相
澄
候
得
共
︑
道
生
田
御
蔵
請
取
相
澄
候
上
ニ
而
ハ
︑
両
頭
人
西
泊
・
戸
町
双
方
江
分
リ
候
而
罷
帰
ニ
付
︑
其
節
之
用
也
一
右
御
石
火
矢
方
頭
人
道
生
田
江
渡
海
之
節
︑
六
挺
立
壱
艘
道
生
田
御
蔵
番
所
諸
道
具
并
番
人
乗
組
相
付
参
候
︑
右
六
挺
立
之
儀
は
最
前
戸
町
番
人
・
足
軽
之
乗
舩
ニ
相
成
候
を
戸
町
ニ
而
︑
番
人
其
所
々
相
部
リ
舩
明
キ
候
上
︑
右
道
生
田
番
人
乗
舩
ニ
用
之
諸
道
具
乗
せ
組
候
事
︑
但
道
生
田
番
人
并
諸
道
具
長
崎
ゟ
戸
町
ま
て
之
儀
︑
長
崎
ゟ
直
ニ
戸
町
江
罷
越
候
︑
御
石
火
矢
方
頭
人
之
舩
廿
挺
立
ニ
乗
せ
合
︑
致
渡
海
戸
町
ゟ
道
生
田
江
ハ
右
之
繰
合
ニ
而
相
済
候
故
︑
最
前
之
舩
割
之
内
ニ
ハ
︑
道
生
田
番
人
并
諸
道
具
乗
候
舩
と
て
ハ
無
之
也
一
右
御
石
火
矢
役
頭
人
戸
町
出
舩
候
を
見
合
︑
早
速
西
泊
ゟ
志
摩
・
両
番
頭
并
西
泊
御
目
付
迄
道
生
田
相
越
候
︑
物
頭
は
罷
越
ニ
不
及
事
︑
附
此
節
西
泊
ゟ
道
生
田
渡
海
之
次
第
左
ニ
記
之
︑
但
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
両
艘
并
六
丁
立
之
儀
︑
別
ニ
有
之
通
︑
戸
町
ゟ
相
越
渡
中
ニ
而
此
行
列
加
ル
志
摩
乗
舩
両
番
頭
并
西
泊
御
目
附
乗
舩
①
柳
丸
小
舩
小
舩
②
白
川
丸
附
舩
嶋
子
風
切
間
御
石
火
矢
役
両
人
并
付
役
乗
舩
戸
町
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
③
廿
挺
立
附
舩
註
進
舩
④
廿
挺
立
道
生
田
御
武
具
并
番
人
乗
舩
志
摩
供
舩
西
泊
番
頭
舩
⑤
六
挺
立
⑥
四
拾
六
挺
立
小
舩
⑦
廿
挺
立
戸
町
番
頭
舩
⑧
廿
挺
立
道
生
田
舩
繋
リ
之
次
第
波
止
場
壱
番
壱
番
志
摩
乗
舩
柳
丸
小
舩
小
舩
同
二
番
二
々
両
番
頭
并
御
目
付
乗
舩
白
川
丸
嶋
子
風
切
間
同
一
(マ
マ
)番
三
々
御
石
火
矢
役
両
頭
人
乗
舩
廿
挺
立
註
進
舩
同
四
番
四
々
戸
町
御
石
火
矢
役
頭
人
舩
廿
挺
立
五
々
御
武
具
并
番
人
乗
舩
六
挺
立
右
五
艘
繋
リ
場
委
細
絵
図
ニ
有
リ
壱
番
志
摩
乗
舩
四
十
六
挺
立
小
舩
二
々
西
泊
番
頭
舟
廿
挺
立
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三
々
戸
町
番
頭
舩
廿
挺
立
右
三
艘
如
次
第
沖
之
方
ヘ
繋
リ
居
候
事
委
細
絵
図
ニ
有
リ
一
於
道
生
田
御
蔵
請
取
人
数鍋
嶋
志
摩
両
番
頭
御
石
火
矢
役
頭
人
弐
人
西
泊
御
目
附
西
泊
・
戸
町
ゟ
壱
人
充
御
石
火
矢
方
付
役
弐
人
右
之
人
数
柵
内
ニ
而
︑
筑
前
番
頭
并
役
人
中
江
参
会
御
蔵
請
取
之
儀
︑
西
泊
ニ
而
之
畢
竟
ニ
会
釈
︑
此
時
御
番
請
取
・
渡
之
刻
限
︑
互
ニ
申
談
相
極
メ
︑
右
之
上
ニ
而
筑
前
番
頭
は
右
之
場
所
罷
在
出
舩
︑
其
跡
ニ
而
筑
前
御
石
火
矢
役
人
と
此
御
方
御
石
火
矢
役
頭
人
・
付
役
共
ニ
立
会
︑
御
薬
蔵
請
取
之
候
︑
尤
西
泊
御
目
附
も
其
場
罷
在
候
事
︑
附
右
筑
前
番
頭
江
取
合
之
上
︑
御
薬
蔵
請
取
相
澄
候
迄
之
儀
︑
志
摩
始
両
番
頭
柵
内
江
相
踉
(マ
マ
)罷
在
候
事
一
右
之
上
ニ
而
︑
御
番
請
取
相
澄
候
段
︑
御
奉
行
所
江
為
御
届
︑
早
速
志
摩
并
両
番
頭
道
生
田
出
舩
長
崎
罷
越
候
︑
此
節
渡
海
之
次
第
左
ニ
記
之
︑
附
両
番
頭
於
長
崎
︑
御
奉
行
所
相
勤
候
節
之
従
者
等
無
不
足
様
︑
前
を
以
乗
舩
之
廿
挺
立
ニ
銘
々
乗
せ
組
召
置
候
︑
将
又
御
石
火
矢
役
頭
人
・
西
泊
御
目
付
ハ
道
生
田
よ
り
直
ニ
銘
々
詰
所
ヘ
罷
帰
候
︑
此
節
右
御
目
付
之
儀
︑
西
泊
御
石
火
矢
方
頭
人
乗
舩
同
舩
い
た
し
候
事
志
摩
乗
舩
両
番
頭
乗
舩
両
番
頭
乗
舩
①
柳
丸
小
舩
小
舩
②
白
川
丸
嶋
子
風
切
③
四
十
六
挺
立
小
舟
西
泊
番
頭
舩
戸
町
番
頭
舩
④
廿
挺
立
⑤
廿
挺
立
一
志
摩
并
両
番
頭
長
崎
着
舩
之
上
︑
筑
前
番
頭
御
奉
行
所
江
相
勤
候
を
承
合
︑
其
上
ニ
而
聞
番
同
道
両
御
奉
行
所
罷
出
︑
今
何
日
何
之
刻
︑
両
御
番
所
并
道
生
田
御
薬
蔵
迄
例
年
之
通
︑
無
相
違
請
取
相
澄
候
段
︑
具
ニ
御
届
申
達
退
出
候
事
一
右
何
之
刻
ニ
御
番
請
取
相
澄
候
通
︑
志
摩
并
従
両
番
頭
佐
嘉
江
註
進
状
聞
番
江
相
渡
︑
海
陸
両
様
ニ
〆
聊
無
遅
之
差
越
候
事
︑
附
右
海
陸
両
様
ニ
〆
佐
嘉
江
註
進
之
儀
︑
陸
路
は
宿
継
ニ
而
相
澄
候
︑
海
路
之
儀
諫
早
ゟ
早
速
飛
舩
を
以
差
越
候
様
︑
彼
地
郡
代
江
前
を
以
聞
番
ゟ
申
談
置
候
様
仕
候
事
一
御
番
請
取
之
節
︑
深
堀
詰
着
座
西
泊
罷
越
立
会
候
ニ
不
及
付
而
︑
御
番
所
不
罷
越
候
事
︑
但
御
番
渡
之
節
は
︑
深
堀
詰
着
座
も
致
出
勤
候
︑
此
儀
委
細
御
番
渡
記
録
有
リ
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